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北海道名寄市における，乾燥イカ菓子による

サルモネラ広域集団食中毒事例の検討＊

大島美保')3）岡本年男'）矢野公－１）

大見広規2）瀧 本昌俊'）
，

要旨１９９９年３月，４月に乾燥イカ菓子が原因のS6z/川"e肋（Ｓ）伽伽"伽噸Ｓ

ｃ〃es〃による広域集団食中毒が発生した．患者は全国で1,500名以上に達し，北海道

名寄市では２歳から１１歳の９名の患者，２名の保菌者を確認した．症状は下痢８名

(89％)，発熱７名（78％)，腹痛４名（44％)，１１厘気・ﾛ匠吐２名（22％）で，下痢と発

熱の頻度が高かった．１例は菌血症を合併していた．肉眼的に血便を呈したものはな

く，便潜血反応は検査した５名全例が陽性であり補助診断に有用であった．患者・保

菌者の全員にfosfomycinあるいはnorfloxacinを投与し，８名で除菌を確認した．名

寄市の発生頻度は北海道内で最も高かった．広域集団食中毒の早期診断・早期対応に

は，各地域での菌検出頻度や血清型の把握，インターネットなどを利用した感染症’情

報ネットワークや各施設間での'情報交換システムの確立が必要である．

｡

はじめに

１９９９年３月，川崎市で発生したサルモネラによ

る集団食中毒事件に端を発し，全国で多発した

S上z加伽e肋（Ｓ）川"加伽暇Ｓ､ｃ舵s〃による

下痢症の主原因が，青森県の某水産会社が製造し

たイカ乾燥製品による広域的な食中毒事例であっ

たことが判明した')．これまで，これらの菌の検出

頻度はまれであったが，各衛生研究所の遺伝子解

析の結果，それぞれ同一起源の菌種であることが

判明し，２菌種の混合感染による広域集団食中毒

事例であることが証明された2)．名寄市でもこの

乾燥イカ菓子が原因のサルモネラ食中毒を経験

し，臨床症状，除菌状況，製品流通経路等につい

て検討した．

1．対象・方法

1999年３月中旬から４月下旬まで，発熱や下

痢，腹痛を主訴に当院小児科を受診した小児のう

ち，便培養検査でサルモネラ菌が検出された９名

および家族調査で菌が検出された２名（姉１名，

父親１名)の保菌者を対象とした．これらに対し，

＊
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3）

Clinicalstudyonadiffuseoutbreakofsalmonellosiscausedbyingestionofcontaminatedsquidsnack

foodinNayoroCity，Ｈｏｋｋａｉｄｏ
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